
」

．

，

●

‘

唱

■
小
田
原
版
／
撫
醐
2
0
1
2
年
（
平
成
2
4
年
）
元
旦
号

「

一
円
融
合
」
だ
け
じ
ゃ
な
い

報
徳
仕
法
を
読
み
解
く
6
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

…
　
本
紙
で
は
今
回
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
…

…
を
テ
ー
マ
に
郷
土
の
偉
人
・
二
宮
尊
徳
の
「
一
円
融
合
」
…

…
に
注
目
し
た
が、

尊
徳
が
江
戸
時
代、

全
国
で
「復
興
」
…

…
を
成
し
遂
げ
た
尊
徳
の
仕
法
に
は
一
円
融
合
を
含
め
た
6
…

川
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
原
理
と
し
て
根
付
い
て
い
る
。
　
　
　
…

し
　
せ
　
　
い

至
誠

分1
度。

　
小
を
積
ん
で
大
を
為
す
こ

と
。
小
さ
な
努
力
の
積
み
重
ね

が
大
き
な
収
穫
や
発
展
に
つ
な

が
る
と

い
う
意
味
。
捨
て
苗
か

ら
一
家
再
興
を
図
り
、
友
人
に

借
り
た
菜
種
か
ら
多
く
の
菜
種

油
を
収
穫
し
、
勉
強
に
励
む
な

ど
、
少
年
時
代
の
経
験
が
積
小

　
い
わ
ゆ
る
「
ま
こ
こ
ろ
」
の
　
　
自
分
に
相
応
し
い
生
活
を
送
為
大
の
考
え
方
に
結
び
つ
い
た

こ
と
。
役
立
つ
こ
と
を
進
ん
で
る
こ
と
。
現
在
の
収
入
に
応
じ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
え
ん
ゆ
う
こ
う

や
ろ
う
と
す
る
思
い
や
り
の
心
た
支
出
の
範
囲
内
で
生
活
す
る

で
な
す
べ
き
こ
と
と
向
き
合
う
、

尊
徳
の
教
え
の
す
べ
て
の
土
台

と
な
っ
て
い
る
。

き
　
ん
　
ろ
　
う

勤
労

　
文
字
通
り
熱
心
に
働
く
こ
会
の
た
め
に
譲
る
こ
と
（
他
譲
）
。

と
。
能
力
を
発
揮
し
て
結
果
を
仕
法
の
真
髄
と
も
い
え
る
教
合
っ
た
中
で
育
つ
よ
う
に
人
間

良
く
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
え
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
、
自
然
環
境
や
社
会
環
境
が

娼
．
成
長
に
な
る
と
説
．
て
稔
小
為
丈
↑
露
認
霞
㌔

こ
と

が
大
切
だ
と
い
っ
て
い
る
゜
≡
円
融
合

描
．
譲
　
き
書
竃
雛
瑚

　
働
い
て
得
た
余
分
を
家
族
の
た
と
き
に
初
め
て
結
果
が
出
る

た
め
に
貯
え
た
り
（
自
譲
）
、
社
と
い
う
意
味
。
植
物
は
、
水
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温
度、

土、

養
分
な
ど
が
融
け

創
立
1
1
0
周
年

が

息
づ

…
　
今
年
2
0
1
2
年
1
0
月
1
日
、

…
高
等
学
校
（水
野
浩
理
事
長
・
学
校
長
）
。
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
を
大
切
に
思
う
建
学
の
精
…

…
神
を
受
け
継
い
で
き
た
同
校
の
歴
史
に
つ
い
て
、
水
野
理
事
長
に
話
を
聞
い
た
。
　
　
　
　
…

　ー
学
園
創
立
と
草
創
期
の

思
想
と
な
っ
た
「
尊
徳
の
精
神
」

に
つ
い
て
話
し
て
く
だ
さ
い

　
「
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
小

田
原
に
は
私
立
の
女
学
校
が
3

校
創
設
さ

れ
ま
し
た。

1
9
0

2
（
明
治
3
5
）
年
、
当
校
の
前
身
、

新
名
裁
縫
女
学
校
は、

大
垣
藩

士
の
娘
で
あ
る
水
野
百
刀

（も

と
）
が
病
夫
の
療
養
の
た
め
温

取
材
に
答
え
る
水
野
理
事
長

　　　　　　　　く
「
百
年
の
計
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
法
人
新
名
学
園
　
旭
丘
高
等
学
校

　
創
立・
、
。
周
年
を
迎
え
る
学
校
法
人
新
名
学
園
旭
丘
…
動
の
中
断
な
ど
の
荒
婆
乗
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
1
　
　
越
え
て
、
平
和
国
家
の
憲
法
（
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
4
6
年
日
本
国
憲
法
公
布
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

教
育
基
本
法

（
1
9
4
7
年

暖
な
小
田
原
に
転
居、

渡
辺
裁
　
人
の
生
命
と

社
会
的
な
平
和
な
　
制
定
）
、
子
ど
も
の
権
利
条
約

縫
学
校
（現
東
京
家
政
大
学
）
　
ど
、
今
日
に
通
ず
る
思
想
を
実
　
（
1
9
8
9
年
国
連
採
択
）
の
理

助
教
授
の
資
格
を
も
と
に
「
裁
　
践
し
学
ん
で
き
ま
し
た
。
建
学
　
念
を
基
本
的
な
柱
に
「
百
年
の

縫
・
造
花
・
編
物
伝
習
所
」
を
　
と
学
校
づ
く
り
の
精
神
は
現
在
　
計
」
の
下
、
新
し
い
学
校
つ
く

開
設。

1
9
0
6
（
同
3
9
）
年
　
の
「
生
活
と
教
育
の
結
合
」
に
　
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

に
神
奈
川
県
知
事
の
認
可
を
得
　
よ
る
全
面
発
達
を
目
指
す
教
育
　
　
1
9
8
6
（
昭
和
6
1
）
年
に
は
、

て、

近
代
的
な
学
校
制
度
・
組
　
方
法
と
、
女
性
の
「
社
会
的
自
　
学
園
総
合
整
備
構
想
（
の
ち
計

織
を
持
っ
た
私
立
の
女
学
校
へ
　
立
」
を
育
む
教
育
方
針
で
あ
り
、
　
画
）
を
策
定
し
「
学
校
づ
く
り

と

発
展
し
ま
し
た。

　
　
　
　
　
今
後
も

継
承
す
べ
き
意
義
が
十
　
元
年
」
と
し
ま
し
た
。
学
校
づ

　
草
創
期
の
新
名
裁
縫
女
学
校
　
分
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
」
　
　
く
り
を
構
成
す
る
旭
丘
六
者
懇

は
二
宮
尊
徳
の
報
徳
四
訓
（
至
　
　
－
創
立
1
1
0
周
年
を
迎
　
談
会
（
学
園
・
学
校
・
P
T
A

誠
・
勤
労
・
分
度
・
推
譲
）
を
　
え
「
百
年
の
計
」
の
特
徴
は
？
　
　
・
父
母
懇
談
会
・
同
窓
会
・
職

教
育
方
針
に
尊
徳
の
「
一
円
融
　
　
「
創
立
以
来
激
動
の
明
治
、
　
員
組
合
）
、
生
徒
・
地
域
と
共

合
」
の
哲
学
思
想
の
下
、
今
で
　
大
正
、
昭
和
時
代
の
学
校
つ
く
　
に
新
名
学
園
私
学
教
育
研
究
所

い
う
差
別
と
競
争
の
な
い
社
　
り
を
進
め
、
関
東
大
震
災
で
の
　
と
の
共
同
に
よ
る
「
史
跡
と
学

会、

農
村
復
興
の
た
め
の
自
助
　
校
舎
全
壊
、
太
平
洋
戦
争
で
の
　
校
と
ま
ち
と
の
共
生
（
城
内
キ

・

共
助
・
公
助
・
絆
の
力
、
個
　
軍
需
工
場
動
員
に
よ
る
教
育
活
　
ヤ
ン
パ
ス
）
」
「
自
然
環
境
・
学
校
、

第二校地は近代的なデザイン

地
域
と

の
共
生
（久
野
・
荻
窪

キ
ャ
ン
パ
ス
）
」
「
地
域
立
・
市

民
立
」
の
視
座
に
立
っ
て
、
公

費
私
学
づ
く
り
と
い
う
地
域
と

未
来
に
開
か
れ
た
新
し
い
私
学

の
創
造
に
努
め
て
い
ま
すO

最

近
で
は、

昨
年
5
月
に
市
の
後

援
と

加
藤
市
長
の
参
加
の
中、

第
18
回
公
開
ま
ち
づ
く
り
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催。

「
3
・
1
1
東

日

本
大
震
災
・
原
発
事
故
と
国

づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
、
学
校

づ
く
り
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
や

地
域
・
学
校
防
災
、
無
償
教
育

と

公
費
私
学
助
成
運
動
へ
の
生

徒
会
の
意
見
表
明
等
、
皆
で
意

見
交
換
を
行
い
、
併
せ
て
被

災
地
支
援
に
向
け
た

「
緊
急

救
援
募
金
運
動
」
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
当
学
園
は
本
年
創
立

1
1

0
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

10
月

6
日
に
は
学
園
創
立
1

1
0
周
年
記
念
式
典
を
開
催

す
る
予定
で
す
」

　　普通科・総合学科
☆総合学科「進学クラス」（特待生制度）

　再科とも「不登校生特別クラス（べ一シック）」あり

☆男女共学

■推薦入試／1月22日（日）
　※1月14日（土）学校説明会

■一般入試／2月10日（金）

■2期入試／3月　5日（月）
　※3月3日（土）2期学」校説閉会

●第1校地

小田原駅から徒歩5分
〒250－OO14　神奈川県小田原市城内1番侶号
TEL：0465－24－2227（代）　FAX：0465－22㌔0216

●第2校地

小田原駅からスクールパス15分

〒250・0042　神奈川県小田原市荻窪1980
TEL：0465－21－0660（代）FAX：0465－2｜－0680

学校法人新名学園

旭丘高等学校

馨
を
積
ん
で
日
本
を
走
る

　
東
日

本
大
震
災
の
発
生
直

後、

交
通
網
が
マ
ヒ

す
る
被
災

地
ヘ
ト
ラ
ッ
ク
を
走
ら
せ
た
小

田
原
の
運
送
会
社
の
社
長
が
い

る
。
松
下
運
送
有
限
会
社
の
松

下
民雄
さ
ん
だ
。

　
松
下
さ
ん
が
支
援
物
資
を
福

島
県
に
届
け
た
の
は
震
災
発
生

恥．

松
下
運
送
有
限
会
社

か
ら

わ
ず
か
10
日
後。

被
災
地

を
支
援
し
た
い
と
い
う
企
業
や

仲
間
か
ら

預
か
っ
た
毛
布
や
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
支

援
物
資
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
、

地
震
で
ダ
メ
ー
ジ
が
残
る
東
北

道
を
ひ
た
走
っ
た
。
「
私
に
は
物

を
運
ぶ
こ
と
し

か
で
き
な
か
っ

全
国
を
走
る
松
下
運
送
の
ト
ラ
ッ
ク

た。

と

に
か
く
早
く
、
被
災

地
へ
物
資
を
届
け
た
か
っ

了
験
犬
’
↓

諺
妄

た
」
と
松
下
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
そ
の
後
も

松
下
さ
ん
は
被
災

地
支
援
の
た
め
に
ト
ラ
ッ
ク
を

走
ら

せ
た。

仕
事
の
依
頼
も
多

く
、
人
手
も
ト
ラ
ッ
ク
も
足
り

な
い
な
か
で
の
奉
仕
活
動
。
「
困

っ
て
い
る
人
が
い
る
の
に
放
っ

て
お
け
な
い。

み
ん
な
が
力
を

合
わ
せ
て
日
本
の
危
機
を
乗
り

越
え
な
い
と
」
。
そ
こ
に
は
二
宮

←
勧
尊
徳
の
『
一
円
融
合
』
の
精
神

礁
が
あ
っ
た
．

　
　駒

　
震
災
後
は、

ス
ー
パ
ー
や
コ

≡
舗
ン
ビ
ニ
の
品
薄
が
続
き、

消
費

蠕
者
に
不
安
が
広
が
っ
た
．
食
料

　
聞
品、

水、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、

　
醐
ガ
ソ
リ
ン
…
。
こ
れ
ま
で
当
た

　
す

　
擬
り
前
の
よ
う
に
買
え
た
も
の
が
、

⊇

購…

買
え
な
い。

そ
の
原
因
は、

物

川

搬
流
シ
ス
テ
ム
の
混
乱
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
。
「
物
流
」
と
は
私
た

ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と

が
で

き
な
い、

縁
の
下
の
力
持ち
。

震
災
の
発
生
に
よ
り
、
私
た
ち

は
改
め
て

「物
流
」
の
重
要
性

に
気
づ
か
さ
れ
た
。
届
い
て
当

た
り
前
ー
。
物
流
を
支
え
る
運

送
会
社
に
課
せ
ら

れ
た
責
任

は、

想
像
以
上
に
重
い。

松
下

運
送
が
社
是
に
掲
げ
る

の
は

「真
心
の
安
全
サ
ー
ビ
ス
」
。
届

け
る
の
は
荷
物
だ
け
で
は
な
い
。

松
下
運
送
の
ト
ラ
ッ
ク
は
荷
台

に

「
真
心
」
も
積
み
、
今
年
も

日

本
中
を
走
る
。

松下運送有限会社

　　創業／平成元年5月
　　　代表者／松下民雄

住所／小田原市矢作217－1

宕0465（45）0666
　
情
報
化
社
会
と

い
う
言
葉
が

定
着
し
て
久
し
い。

印
刷
業
は

直
接
的
に
情
報
産
業
そ
の
も
の

で
は
な
い
が、

主
と
し

て
紙
媒

饗［⇔已：

体
を
通
じ
て
情
報
産
業
の
一
翼

を
担
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
で
は、

情
報
の
特
徴
は
何
か
。

ひ
と

つ
は
『タ
イ
ム
リ
ー
』
。
賞

地
元
企
業
の
プ
ラ
イ
ド
を
胸
に
研
讃
を
が
情
報
な
の
で
あ
る

惜
し
ま
な
い
　
（
写
真
は
国
府
津
海
岸
）
　
例
え
ば
毎
日
の
よ

味
期
限
の
過
ぎ
た
情

報
は、

も

は
や
情
報

の
意
味
を
持
た
な
い。

つ
ま
り
鮮
度
が
大
切

と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

ひ
と

つは
『
記
録
性
』
。

今、

鮮
度
の
落
ち
た

情
報
は
無
価
値
と

い

っ
た
が、

保
存
し

記

録
と
な
っ
て
残
れ
ば
、

再
び
価
値
が
甦
え
る
。

時
系
列
で
見
る
と

二

つ
の
側
面
を
持
つ
の

　
　
　
　
　
　
O

文
化
堂
印
刷
株
式
会
社

う
に
発
生
す
る
事
件
。
新
聞
や

T
V
で
報
道
さ
れ、

し
ば
ら
く

す
る
と

記
憶
か
ら

消
え
て
い
く

が、

ど
こ

か
で
過
去
の
記
録
と

し
て
警
鐘
を
鳴
ら

す
こ
と

が
で

き
る
。

　
文
化
堂
印
刷
は
主
に
広
告
宣

伝
物
の
印
刷
を
得
意
と
し
て
い

る。

広
告
は
情
報
そ
の
も

の
で

あ
り
、
発
信
す
る
と
き
に
窮
極

の
鮮
度
が
求
め
ら

れ
る
。
必
要

な
時
に
必
要
な
質
と
量
を
。
こ

の
要
望
を
可
能
に
す
る
の
が
生

産
設
備
と

人
の
業
で
あ
る
。
同

社
は
紙
面
制
作
体
勢
と
高
速
印

刷
体
勢
を
併
せ
持
ち、

突
発
的

な
情
報
需
要
に
も
的
確
に
対
処

で
き
る
能
力
が
あ
る
。

　
設
備
は
全
判
オ
フ
セ
ッ
ト
輪

転
機
7
台
と
、
平
台
印
刷
機
5

台。

更
に
制
作
D
T
P
シ
ス
テ

ム、

中
綴
製
本
機
が
備
え
ら
れ
、

機
動
力
を
発
揮
す
る。

　
加
え
て
印
刷
品
質
に
関
し
て

は、

業
界
の
最
高
峰
、
高
精
細

技
術
を
確
立
し
、
こ
れ
が
た
め

に
全
て
の
製
品
が
高
品
質
に
引

き
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
色
彩
感

覚
に
長
じ
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
、

他
の
追
随
を
許
さ
な
い
の
だ
。

　
“
紙
は
永
遠
の
情
報
媒
体
”

　
文
化
堂
印
刷
は
印
刷
情
報
の

進
化
に
速
や
か
に
適
応
し
、
研

鑛
を
惜
し
ま

ぬ
姿
勢
の
も
と
、

情
報
鮮
度
を
つ
き
つ
め、

印
刷

需
要
の
確
立
と
創
造
を
追
い
続

け
て
いる
。

文化堂印刷株式会社
設立／昭和24年5月30日　資本金／931，261，000
代表者／代表取締役社長　萩野健治

本社・工場／小田原市寿町1－10－20　　廿0465（34）‘

東京事業部／東京都中央区銀座1－18－8　廿03（3567）

湘南工場／南足柄市塚原370－2　　廿0465（71）
従業員／250名
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